






























































































































































































































































































































































































































































































































著者名（出版年） 「論題名又は章題名」 『書名』 編著名
出版者 掲載ページ
●洋図書の場合
著者名（出版年） 論題名または章題名 編著名 書名
出版地 出版者 掲載ページ
例）Phillips SJ. （1995） Hypertension and stroke. In Laragh  JH, 
editors. Hypertension：pathophysiology, diagnosis, and 





著者名（掲載年） 「論文タイトル」 『雑誌名』 巻数（号
数） : 掲載ページ
●洋雑誌の場合
著者名（掲載年） 論文タイトル 雑誌名 巻数（号数）:
掲載ページ










論文著者名（掲載年） 「論文タイトル」 『雑誌名』 巻数
（号数）： 掲載ページ ＜入手先＞ （参照日付）
電子ジャーナルに限らず、Web上の情報の場合は、
サイトのアドレスとサイトを閲覧した日付（アクセス日）
が記載されています。
→ Web上の情報は変更されることが多いためです。
６．引用と著作権について
① 引用の必然性があること
② 自分の文章が主で、引用が従であること
＜目安としては、自分の文章の10分の1以下＞
③ 他人の文章を括弧でくくるなどして、自分の文章
と区別すること
➃ 出所（引用元）を明示すること
引用の用件（著作権法第32条及び第48条が適用）
引用とは、自分の論旨を説明・証明するために、他人の
文章や事例を引くことです。
15
引用元を明らかにせずに、いわゆるコピペ
で論文を作成することは、剽窃（ひょうせつ）
という犯罪行為です。
なぜ、他人の文章をまるごと
コピーして、あたかも自分が
書いた文章のようにして、
論文を書いてはいけないのか？
全ての著作物は
著作権法で保護されているから
＜参考文献＞
１．高崎みどり編著『大学生のための「論文」執筆の手
引 : 卒論・レポート・演習発表の乗り切り方』秀和シス
テム, 2010年
２．吉田健正著 『大学生と大学院生のためのレポート・
論文の書き方』 ナカニシヤ出版, 2004年
３．藤田節子著 『レポート・論文作成のための引用・参
考文献の書き方』日外アソシエーツ, 2009年
文献の検索で分からないことがあれば、
参考調査カウンターでお尋ねください！
